















































ながらなかったが、私のゲッティンゲン滞在中の2014年 5 月 5 日、同大学アウディ
トリウムで開催された、関西大学の山中敬一教授の名誉博士号授与式に偶然参加す
ることができ、その際、先生の授与式、先生の記念講演の様子を想像したのだっ




Göttinger Gratulaten zum 85. Geburtstag （Cod. Ms. R. Smend Q23, Bl. 2）.
（ 3 ）　Franz Walter, Rudolf Smend: Lehrer der Integration, in: S. Marg/ F. Walter 
































（ 4 ）　Volkmar Götz, Verwaltungsrechtswissenschaft in Göttingen, in: F. Loos 
（Hrsg.）, Rechtswissenschaft in Göttingen, 1987, S. 336─364. 340─344.


























、商法学者の J・ギールケ（Julius von Gierke）、
公法学者のライプホルツ（Gerhard Leibholz）、経済学者のグートマン
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学長時代のスメント（三宅）　　107
（Franz Gutmann）などのナチ体制に消極的な教授を追放し、各講座にテー
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Nationalsozialsmus, 2. Aufl., 1998, S. 75─101, 78─90.
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Staats─und Verwaltungsrechts auf die Verfassungs─und Verwaltungsleben im 19. 
Jahrhundert （1938）, in: ders., Staatsrechtliche Abhandlungen und andere 
Aufsätze, 3. Aufl., 1994, S. 326─345.
（17）　Cod. Ms. R. Smend, C164. 依頼されたのは「ドイツにおける憲法神話の発展
（Entwicklung des Verfassungsmythos in Deutschland）」という論稿だが、勿論、
これは執筆されずに、草稿やメモも遺稿にはないようである。
（18）　Schumann, a. a. O. （Anm. 6）, S. 86, Fn, 79; Halfmann, a. a. O. （Anm. 5）, S. 
126f; Plischke an Smend vom 01. 11. 1940 （Cod. Ms. R. Smend P14）.
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事情を開かし、既に 7 月 1 日段階で、党地方長官はこれ以上法律家は不要だと言
い、フーバー後任にヴェーバーを当ててもよい、とだけ述べたのだ、と。11月21日
書 簡 で ハ ウ プ ト は こ の 件 に つ き 遺 憾 の 意 を 伝 え て い る。Leipziger 







ントに同地のナチ講師連合が反対したらしい。Klaus─Peter Schroeder, „Eine 
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大学への招聘状が届くが、旧所属大学への復帰に矢張り前向きなスメントに対して
は、現役学部長が移籍することは罷りならんと、ゲッティンゲン大学のナチ法学者
らから反対が巻き起こり、やはり断念するに至っている。Berufung nach Bonn 
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ュピーゲルの記事では、スメントが抵抗運動に参加したことは周知のことである、
との指摘さえある。“Im Gegenteil, Doktorvater Smend hat unbestiritten Meriten 



















ムの報告では、1944年 7 月20日の総統暗殺計画に、経済学者のイェッセン（Jens 
Jessen）とゲッティンゲン大学法学部卒業の外交官のフォン＝トロット＝ツー＝ゾ













ゲシュタポの尋問を受けていたともいう。Dahm, a. a. O. （Anm. 14）, S. 59f.
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（26）　Thilo Voelsang, Hinrich Kopf und Niedersachsen, 1963.






























（28）　Stefan Brüdermann, Entnatifizierung in Niedersachsen, in: D. Poestages
（H r s g .）, Ü b e r g a n g u n d N e u b e g i n n : B e t r ä g e z u r V e r f a s s u n g s─  u n d 
Verwaltungsgeschichte Niedersachsens in der Nachkriegszeit, 1997, S. 97─118, 





（29）　Brüdermann, a. a. O. （Anm. 28）, S. 100─106.
（30）　Brüdermann, a. a. O. （Anm. 28）, S. 108─115.
（31）　非ナチ化手続が始まる直前の1945年 6 月末に、既に殆ど盲目のヒアシュを退職
させた上で、本来はナチ関与者には許されない恩給の支給を、英軍担当者と事前交
渉の上で、スメントは決定している。Ericksen, a. a. O. （Anm. 15）, S. 90─96.
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大学会議（Die nordwestdeutsche Hochschulkonferenz）第 1 回大会が開催さ
れるのである
（40）
。後に、1949年 4 月には英米仏 3 占領地区を跨る西ドイツ学
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37. Jg （1932）, Sp. 121─125; 拙稿（前掲注24）317─321頁。
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。後の1955年 3 月、ニーダーザクセン州と同州 5 福音主義教会
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Staatskirchen─ und Religionsverfassungsrechts, 2013, S. 551─569, 559f.
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は、 双 方 の 教 会 機 関 が 機 能 不 全 に 陥 る こ と に な る。Vgl., Axel Freiherr von 
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草案を策定、結局、同年 7 月アイゼナハでの第 3 回教会会議総会において、教会憲
法 が 最 終 的 に 制 定 さ れ る。Erik Wolf, Zur Entstehung der Grundordnung der 
evangelischen Kirche in Deutschland: Gedanken an Hermann Ehlers （1955）, in: 
ders., Rechtstheologische Studien, 1972, S. 47─75; Brunote, a. a. o. （Anm. 52）, S. 
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Smend, Das Problem der Inst i tut ionen und der Staat （1956）, in : ders . , 
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（75）　Rudolf Smend, Staatsrecht: Vorlesungsmitschrift von Wilhelm Hennis, SS 
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ていたらしい。Szabó, a. a. O. （Anm. 6）, S. 154─156.
（79）　拙著（前掲注63）第 6 章。
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　　因みに、この講演の存在を知った当時公法論叢の編者グレーヴェが、この講演録
を同誌での公表をスメントに提案しているのが興味深い。Grewe an Smend vom 
24. 01. 1947 （Cod. Ms. R. Smend C24, Bl. 4）. 勿論、実際の公刊は『国法論文集』
出版の1955年のことである。拙稿（前掲注60）115頁。
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Parlament und Regierung im neugeordneten Deutschaland, 1918, in: Schmollers 
Jahrbuch für Gesetzgebung, Verwaltung und Volkswirtschaft im Deutschen 
Reche, Bd. 42 （1918）, S. 369─373.
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（88）　Smend, a. a. O （Anm. 87）, S. 7, 12f.
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（91）　Smend, a. a. O （Anm. 87）, S. 16f.
（92）　Smend, a. a. O （Anm. 87）, S. 17f.
　　学長退任後であるが、1947年 8 月13日オルデンブルク出版社大会での講演「将来
のプレス法：今日の精神的状況の中のプレスの問題（Das künftige Pressegesetz: 
das Problem der Presse in der heutigen geistigen Lage）」もある。これは、後年、
スメントの『国法学論集』の第 2 版改訂で「今日の精神的状況の中のプレスの問
題」として公表された。彼自身の観念論的学問観、真理観が呈示された重要な講演
で も あ る。Smend, Das Problem der Presse in der heutigen geistigen Lage, in: 
ders., Staatsrechtliche Abhandlungen und andere Aufsätze, 3. Aufl., 1994, S. 380─
390. 参照、拙稿（前掲注24）298─303頁。
（92）　Smend, a. a. O （Anm. 87）, S. 18. スメントが批判するのはワイマール憲法とそ
の起草者のみではない。条文に固執し政治的現実を無視した欠点がワイマールにあ
るならば、規範や価値や秩序を排除し、ヴァイタルな生の過程のみに執着した正反
対の誤りが、第三帝国にあると彼は適切にも指摘するのである。Smend, a. a. O 
（Anm. 87）, S. 12, 16, 18.




















（94）　Smend, a. a. O. （Anm. 83）, S. 367.
（95）　Manfred H. Wiegandt, Norm und Wirklichkeit: Gerhard Leibholz （1901─1982） ─
Leben, Werk und Richteramt, 1995, S. 29f. ライプホルツの名は当初招聘リストに
なく、学部教授会少数意見を、プロイセン文部大臣グリメ（Adolf Grimme）が採
用 し て、 彼 の 招 聘 が 決 定 し た ら し い。Szabó, a. a. O. （Anm. 6）, S. 379. Vgl., 
Frieder Günther, „Eine in jede Richtung veränderte Wirklichkeit“: Gerhard 
Leibholz und die anti l iberale Bewegung, in: A. ─B. Kaiser （Hrsg.）, der 
Parteienstaaat: Zum Staatsverständnis von Gerhard Leibholz, 2013, S. 23─42,
（96）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 31─35 ; Halfmann, a. a. O. （Anm. 5）, S. 113f.
　Vgl., Gerhard Leibholz, Zu den Problemen des fascistischen Verfassungsrecht, 
1928. 先に述べたジーベアトの法国家学部改造計画では、ナチ大学政策の消極的妨
害要素としてしか認識されていなかったことは、既に述べたとおり。Wiegandt, a. 
a. O. （Anm. 95）, S. 37f.
　　Manfred H. Wiegandt, Von der Weimarer zur Bonner Republik: Gerhard 
Leibholz （1901─1982）, in: J. Lege （Hrsg.）, Greifswald─Spiegel der deutschen 
Rechtswissenschaft 1815 bis 1945, 2009, S. 373─397. この例外条項は唯の前線戦闘の
みならず、革命時の社会主義者鎮圧への参加も含み、実際ライプホルツは1919年 1
月の、後の初代防衛大臣ノスケが率いる、スパルタクス団鎮圧部隊に参加してい
































行法が規定する1935年12月31日を以って、彼は大学教授の地位を失う。Dahm, a. a. 






Leibholz an Smend vom 24. 09. 1945 （Cod. Ms R. Smend A503 Bl. 7）
（99）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 42.
（100）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 48f.

































（102）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 50. Vgl., George Bell, Christianitz and World 
Oder, 1940; Gerhard Leibholz, Politics and Law, 1965.
（103）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 51─56.
（104）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 61f.
（105）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 62
（106）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 62f. 結局エーラー後任に、嘗て追放されたク
ラウスが冬学期に就任する。因みに、彼のゲッティンゲン復帰は1945年10月 1 日付
けであるが、1946年からのニュルンベルク裁判で元経済相シャハトの弁護団顧問と

















判所の裁判官への就任話が舞い込む。与野党、つまり CDU ＝ CSU と
SPD が一致できる法学者として。一旦断るものの、良い候補者が矢張り










O. （Anm. 6）, S. 83.
（107）　参照、拙稿（前掲注64）163頁。
（108）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 63f.
（109）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 64f.
（110）　Wiegandt, a. a. O. （Anm. 95）, S. 66─68. 結局、後に二回の再任がある。また、
当 初、 連 邦 憲 法 裁 判 所 の 公 式 見 解 を 取 り ま と め る 役 割 を 負 う。Vgl., Justin 
Collings, Gerhard Leibholz und der Status des Bundesverfassungsgerichts: Karriere 
eines Berichts und seines Berichterstatters, in: A.─B. Kaiser （Hrsg.）, der 







































4 月 8 日 アメリカ軍のゲッティンゲン占領
11日 学長代行に選出
5 月 1 日 イギリス軍に交代
8 日 ドイツ無条件降伏
6 月
7 月 27日 大学総会の全員一致で学長に選出。





EKD 第 1 回 教 会
総会（於トライザ）






























5 月 2 日 ゲッティンゲン学士院新定款（ 5 月 2 日）
オックスフォードでライプホルツと面会
6 月 18日 ライン講演「大学の現在的状況」
7 月





11月 1 日 ニーダーザクセン州設置
17日 ベルリン大学招聘通知
12月
学長時代のスメント（三宅）　　135
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